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　わたしがお出かけしたときのことです。二人のしん切な人たちに出会いまし
で ふ た り せつ で あ

た。 

　一人目は、まんいんでん車ですわっていたお姉さんです。わたしのお母さん
ひ と り め しゃ ねえ かあ

のかたをとんとんとたたき、「よかったらお子さんだけでもすわってください。」
こ

とえがおで声をかけてくれました。わたしは立っているのがつらかったので、
こえ た

おれいを言ってすわらせてもらいました。もうしわけないなと思ったけれど、
い おも

こころがとてもあたたかくなりました。でん車をおりるとき、かぞくでもう一
しゃ いち

どおれいを言うと、お姉さんはにっこりとわらってあたまを下げてくれました。
い ねえ さ

こころがつうじあったような気がして、とてもうれしかったです。 
き

　二人目は、しょう店がいで見かけたがいこくの 男 の人です。わたしがお店の
ふ た り め てん み おとこ ひと みせ

そとでならんでいると、空のペットボトルがあるいている人たちにけられてこ
から ひと

ろがっていました。あっと思って見ていると、むこうからやってきたその人が、
おも み ひと

さっとひろって行きました。じぶんのごみではないし、だれかにありがとうと
い

おれいを言われることのないばしょなのに、しぜんにひろえていたことがすご
い

いなあと思いました。そして、お姉さんのときのようにこころがあたたかくな
おも ねえ

って、わたしもあんな人になりたいなと思いました。 
ひと おも

　わたしは、目の前の人にすることだけがしん切というのではないのかもしれ
め まえ ひと せつ

ないと 考 えました。だれかに見られていなくても、だれかのためになっている
かんが み

からです。そして、お姉さんがにっこりわらってくれたように、しん切にした
ねえ せつ

人もいい気分になるのではないかなと思いました。こんなすてきなしん切のわ
き ぶ ん おも せつ

がもっと広がっていくように、わたしも、すこしゆう気を出してこまっている
ひろ き だ

人の 力 になったり、小さなしん切をたくさんしたりしていきたいです。
ひと ちから ちい せつ
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